
再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

第
２
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
は
、
国
内
の
先

進
的
取
組
み
を
学
ぶ
た
め
に
、
各
地
域
で
実

践
さ
れ
て
い
る
２
名
の
講
師
を
招
聘
し
、
地

域
で
取
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
講
師
２
名
と
町
か
ら
竹

俣
副
町
長
ら
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
壁
谷
武

久
氏
（
一
般
社
団
法
人
産
業
環
境
管
理
協
会

地
域
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長
）
の
進
行
に
よ
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

講

演

「
最
上
町
に
お
け
る
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

つ
い
て
」

山
形
県
最
上
町（
も
が
み
ま
ち
）総
務
課

政
策
調
整
主
幹
兼
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
長

高
橋

浩
康

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

1
9
6
7
年
１
月
生

ま
れ
。
1
9
9
0
年

３
月
宇
都
宮
大
学
農

学
部
卒
業
、
1
9
9

1
年
４
月
最
上
町
役
場
に
入
庁
。
土
木
課
、

農
林
課
、
総
務
課
を
経
て
、
2
0
1
5
年
４

月
総
務
課
政
策
調
整
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
長
。
2
0
1
6
年
４
月
よ
り
現
職
。

～
最
上
町
と
は
～

最
上
町
は
、
山
形
県
の
東
北
部
に
位
置
し
、

大
部
分
は
奥
羽
山
脈
に
属
す
る
山
岳
丘
陵
・
豪

雪
地
帯
で
あ
り
、
森
林
面
積
が
町
域（
3
万
3
0

2
7
佐
）の
約

％
を
占
め
、
古
く
か
ら
森
林
と

84

関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
地
域
。
基
幹
産
業
は
稲

作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
、
畜
産
は
黒
毛
和
牛
、

園
芸
（
ア
ス
パ
ラ
）
を
組
合
せ
た
複
合
経
営
が

近
年
盛
ん
で
あ
る
。

～
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
に
向
け

た
取
組
み
の
背
景

～
昭
和

年
前
後
に
、

50

牧
野
の
高
度
利
用
に
よ

る
拡
大
造
林
が
町
内
一

斉
に
行
わ
れ
た
が
、
森

林
整
備
（
間
伐
）
が
進

ま
ず
、
荒
廃
し
た
森
林

状
況
の
解
決
策
と
し
て
、

間
伐
補
助
事
業
の
実
施

と
間
伐
材
を
燃
料
利
用

し
収
入
に
結
び
つ
け
る

経
済
サ
イ
ク
ル
を
平
成

年
度
よ
り
実
施
し
た
。

17～

年
間
の
取
組

11
み
の
成
果
～

平
成

年
度
か
ら
実

17

施
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
に
よ
る
地
域
熱

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
第
１
エ

リ
ア
と
し
て
ウ
エ
ル
ネ

ス
プ
ラ
ザ
（
下
図
の
と

お
り
）。
第
２
エ
リ
ア

は
、
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ（
町
の
中
心
的
な
子
育
て

施
設
）。
第
３
エ
リ
ア
は
、
若
者
定
住
環
境
モ
デ

第
２
回
「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
開
催
！

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」（
平
成

28

28

年
度
６
月
号
広
報
に
概
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
折
込
）
に
基
づ
き
、
第
２
回
「
津
別
町
再

エ
ネ
勉
強
会
」
を
、
平
成

年
７
月

日
（
月
）
に
津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室

28

25

で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

37

ル
タ
ウ
ン
に
地
域
熱
供
給
を
実
施
。
若
者
定
住

環
境
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
は
、
第
１
弾
と
し
て
７
区

画
の
分
譲
地
販
売
。
第
２
段
は
、
エ
コ
住
宅
６

棟
の
建
設
販
売
。
第
３
弾
は
集
合
住
宅
（
全
10

世
帯
）
を
建
設
予
定
。
い
づ
れ
も
熱
供
給
シ
ス

テ
ム
の
利
用
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

講

演

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ビ
ジ
ネ
ス

の
実
態
と
問
題
解
決
」

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
取
締
役
社
長

小
林

靖
尚

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

1
9
8
8
年
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
応
用

化
学
科
卒
業
。
日
興

証
券
情
報
部
、
三
菱

総
合
研
究
所
産
業
技
術
部
／
住
環
境
事
業
部

主
任
研
究
員
を
経
て
2
0
0
1
年
９
月
に
株

式
会
社
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
。
代

表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

～
事
例
紹
介
内
容
～

福
井
県
の
福
井
市
・
坂
井
市
の
あ
わ
ら
温

泉
と
三
国
温
泉
の
既
存
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
代
替
し
て
い
く
事

業
を
ご
紹
介
。

～
熱
供
給
事
業
者
が
民
間
な
理
由
～

経
営
は
民
間
と
し
て
や
る
こ
と
で
判
断
が

早
い
。
ト
コ
ト
ン
利
益
を
出
し
続
け
て
、
継

続
す
る
と
こ
ろ
に
集
中
し
た
た
め
民
間
で
実

施
。

～
本
日
の
お
話

キ
ー
ワ
ー
ド

～
10

１
．
発
電
事
業
と
熱
供
給
事
業
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
と
収
益
概
略
（
木
質
燃
料
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
は
、
電
力
は

％
、
熱

25

利
用
は

～

％
。
ゆ
え
に
発
電
は
せ
ず
、

80

90

熱
利
用
の
み
）。

２
．
先
行
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
実
態
と
課

題
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
林
業
も
ボ
イ
ラ
ー

も
進
ん
で
い
る
）。

３
．
原
油
安
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
ど

う
な
る
か
？

地
域
循
環
経
済
の
基
礎
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
（
原
油
安
は
F
I
T
と

関
係
な
し
。
熱
供
給
事
業
は
採
算
割
れ
の
可

能
性
も
有
る
。
熱
供
給
で

億
円
／
年
が
地

20

域
内
に
残
る
）。

４
．
森
林
林
業
の
素
材
生
産
事
業
者
が
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
も
実
施
す
る
意
味
（
燃
料

の
一
定
量
の
品
質
と
価
格
が
維
持
で
き
れ
ば
、

問
題
・
課
題
の
半
分
以
上
が
ク
リ
ア
す
る
）。

５
．
数
十
年
放
置
さ
れ
る
広
葉
樹
林
や
雑
木

林
に
価
値
を
与
え
る
に
は
（
伐
採
計
画
は
エ

リ
ア
を
決
め
て
皆
伐
へ
、
A
材
あ
れ
ば
建
築

用
材
へ
、
広
葉
樹
林
は

年
で
回
転
）。

25

６
．
製
材
所
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
推

進
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
（
建
築
用

材
の
生
産
計
画
に
燃
料
生
産
量
が
従
属
す
る

デ
メ
リ
ッ
ト
あ
り
。
森
林
資
源
と
伐
採
計
画

に
あ
わ
せ
た
製
材
所
計
画
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

重
要
）。

７
．
地
元
重
油
・
灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
供

給
事
業
者
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
関
係
（
代
替
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ

て
、
最
初
は
利
害
が
一
致
し
な
い
可
能
性
は

あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
肢
拡
大
で
地
域

が
豊
か
に
な
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
く
べ
き
）。

８
．
事
業
普
及
時
期
の
設
備
は
単
純
な
構
造

が
良
い
（
木
を
切
っ
て
、
乾
燥
さ
せ
て
、
チ
ッ

プ
に
し
て
、
燃
や
し
て
、
お
湯
を
作
っ
て
、

そ
の
熱
を
使
う
。
と
い
う
単
純
が
い
い
。
そ

れ
で
も
安
定
し
て
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
は
手

が
か
か
る
）。

９
．
F
I
T
で

年
の
良
い
点
・
悪
い
点
→

20

年
後
の
設
備
や
仕
組
み
は
ど
う
な
る
の

20か
？
（
事
業
主
は

年
で
そ
の
間
に
採
算
が

20

会
え
ば
良
い
、
森
林
経
営
か
ら
す
る
と

年
20

し
か
…
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
作
業
班
を
増

や
せ
な
い
）

．
L
C
A
（
※
1
）
の
視
点
か
ら
エ
ネ
ル

10ギ
ー
利
用
を
再
考
す
る
（
木
材
利
用
が
圧
倒

的
有
利
だ
が
、
搬
出
時
や
輸
送
時
に
化
石
燃

料
の
お
世
話
に
な
る
。
合
理
化
と
効
率
化
が

で
き
る
は
ず
）。

～
一
番
言
い
た
い
こ
と
～

山
（
原
料
の
量
）
に
あ
わ
せ
て
ボ
イ
ラ
ー

を
導
入
す
る
。
森
林
の
伐
採
計
画
に
あ
わ
せ

た
燃
料
計
画
を
立
て
、
そ
の
量
に
応
じ
た
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

会
場
の
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
表

に
基
づ
き
、
壁
谷
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
進
行
）
と
な
り
、
講
師
２
名
と
町
か
ら
竹
俣

副
町
長
と
小
野
産
業
振
興
課
参
事
を
パ
ネ

ラ
ー
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
意
見
交
換
）

を
行
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

主
な
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．（
高
橋
主
幹
へ
の
質
問
）
山
形
県
最
上
町

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
構
想
に
つ
い
て
、
臼
既

存
の
建
物
が
あ
っ
た
の
か
。
渦
構
想
に
あ
る

も
の
を
建
て
た
の
か
。
嘘
プ
ラ
ザ
の
関
連
用

地
を
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
た
か
。
唄
熱
供

給
事
業
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
。

２
．（
小
林
社
長
へ
の
質
問
）
福
井
県
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
臼
未
利
用
材
の
収
集
の
た
め

の
林
道
整
備
の
有
無
。
渦
間
伐
材
の
乾
燥
期

間
に
つ
い
て
。
嘘
市
場
に
出
せ
な
い
間
伐
材

％
に
価
値
を
つ
け
る
方
法
。
な
ど
な
ど
。

85今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
ご
案
内
）

町
民
を
対
象
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
礎
講
座
「
第
１
回
町
民
講
座
」
を
９

月
中
旬
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
第
３
回
の

「
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
は
、

月
に
開
催

11

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
べ
つ
の
未
来
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）

76

▲再エネ勉強会の開催状況

▲

集
約
化
さ
れ
た
福
祉
・
医
療
施
設
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
冷
暖
房
と

給
湯
が
供
給
さ
れ
て
い
る
最
上
町
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
の
施
設
写
真

▲ディスカッション風景

（※1）ライフサイクルアセスメントの略。製品のライフサイクルにおける環境への影響を評価するための手法。


